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「増殖」は「漁業管理」，「環境保全」，「種苗放流」に大別されるが，イワナでは「種苗放
流」に偏った「増殖」が行われ，「環境保全」，「漁業管理」は重視されてこなかった．本研究
では，増殖の基礎となる資源生物としてのイワナの特性を論議し，環境保全技術，漁業管理
技術について検討した上で，種苗放流を用いない持続的利用の実例を示した．さらに，持続
的利用が可能となった要因を考察し，残された課題を論議した． 
第１章では，資源生物としてのイワナの特性を検討した．第 1節では，分類形質のひとつ
である斑点について変異を解析した．イワナの斑点は，同一水系内でも河川ごとに差異が大
きく，放流を行わない管理により遺伝資源を保存することが適切と考えられた．第 2節では，
初期餌料を明らかにする目的で研究を行い，主にソコミジンコ類，ユスリカ科の幼虫などを
利用していることを明らかにした．第 3節では，資源指標として肥満度について検討した．，
10 前後が標準的な値であり，12 にはかなり大きく，8 程度はかなり小さいことがわかった．
第 4節では，巡航速度と突進速度を測定し，それぞれ標準体長比で毎秒 3.8及び 6.7である
ことを明らかにした．第 5節では，標識調査により出水前後での停留と移動状況を調べた．
80％の個体が上下流 25ｍの範囲に留まり定着性が強いことが伺えた． 
第 2章では，環境保全技術を検討した．第１節では，イワナが選択する微小生息場所の物
理的環境を調べた．小型個体は浅くて流れがごく緩やかな場所を，大型個体は深くて流れが
緩やかな場所を微小生息場所としていた．第 2節では，砂防ダムに設置された階段型魚道に
ついてイワナの遡上の可否，魚道機能の消失について論議した．魚道に水が流れている状態
ではイワナのそ上が確認されたが，完成から 2年間では，河道の変化により魚道が機能して
いない期間が多かった．砂防ダムの魚道は保守管理が困難であり，高ダムに頼らない砂防を
模索する必要がある．第 3節では，河畔植生が水温上昇を抑制する効果を検証した．渓畔林
区及びツルヨシ区では温度勾配が大きい河川がなく，開空区では温度勾配が大きい河川ほど
高水温となる傾向があった．高水温となる主原因が水面への日射であり，河畔植生の消失は，
イワナの生息に大きく影響すると考えられた．第 4節では，降雨時における懸濁物質量（SS）
について調べ，イワナへの影響，河川周辺の土地利用との関係について論議した．降雨に伴
って濁りやすい支流とそうでない支流があり，前者ではSSの平均値が水産用水基準の25mg/L
を超え，イワナに対する影響が懸念された．畑及び森林比率と河川の濁りやすさに有意な相
関が認められず，土地利用状況だけでなく川岸の状態や畑から河川までの水の流れ方が濁り
の発生に関与していると考えられた． 
第 3章では，漁業管理について検討した．第１節ではイワナ野生群の成熟と全長の関係を
調査し，野生親魚の保護が期待できる制限全長について提案した．自然再生産を重視する漁
場では，制限全長を 20cm程度に設定することが有効と考えられた．第 2節では，キャッチ＆
リリース（C＆R）の試行実験により釣獲後の死亡率等を調べ有効性を論議した．釣獲調査に
よる再捕個体の出現率は，調査回次が進むにつれて増加したが，1回あたりの釣獲数（CPUE）
は減少しなかった．生息尾数は釣獲調査の前後でほぼ同等と推定された．C&R 試行試験によ
るイワナの死亡率は約 2.0％と低く，釣獲調査後の成熟個体のうち，C&R 個体が 59％を占め
た．釣獲個体の持ち帰りは，イワナ資源の減少の大きな要因であり，C&R は資源の維持に効
果があると考えられた． 
第 4章では，種苗放流を用いない管理例として，在来群のみで漁場を形成している雑魚川
において，イワナ資源の動向を 10年間調査し，資源評価を行った．釣獲圧が高い水域におけ
る「全個体」「全長 15cmを超える個体」「全長 20cmを超える個体」の生息密度は高位で安定
し増減傾向はなかった．釣獲実態は満足できる状況にあり資源が持続的に利用できることが
確認された． 
第 1章から第 3章の知見により，第 4章で示した雑魚川のイワナ資源の状況を検証するこ
とで，持続的利用が実現できている要因を考察していく．まず，資源管理単位について，遺
伝的多様性の保全を考えた管理単位は，第 1章第 1節の知見から第 2支流あるいは第 3支流
ごとの個体群とすることが望ましい．この点において雑魚川では河川全体で放流が行われて
おらず，全体を在来個体群として扱っており管理単位は適切と考える．次に生息環境につい
て，雑魚川では，河川形態が自然状態で保全されており第 2章第 1節で論議した稚魚から成
魚までの生息場所がある．川岸は河畔林に覆われているため，第 2章第 3節で問題とした水
温上昇は抑えられている．流域は開発されているが，裸地は少なく，降雨時に濁水が河川に
入ることは稀であり第 2章第 4節で言及したような濁りの問題は起きていない．支流が本流
に流入する水域に遡上を阻害する工作物がなく，従って第 2章第 2節で論じた魚道に付随す
る問題はなく，支流が再生産の場として機能している．漁業管理について，制限全長を 20 ㎝
以上としているが，これは第3章第1節で論じた成熟全長についての知見を元に定められた．
漁法は釣りのみなので，鉤がかり後に川に戻された個体は第 3章第 2節で述べたように多く
が生残すると期待され，制限全長は親魚の確保に貢献していると考える． 
このように雑魚川のイワナは，その生物としての特徴，生息環境，漁業管理についての情
報から検証して良好な管理がなされている．今後は雑魚川における餌料生物量の情報，漁獲
圧の把握，禁漁となっている支流から本流への稚魚の移動，適切な親魚量を残すための全長
制限について明らかにし，他の河川においても雑魚川のような体制を構築していくことが課
題と考える． 
